
～やまとがわ水生生物調査～
大阪市立矢田小学校の児童19名が水環境や水質改善の必要性を学びました R8.10.23

【日 時】令和８年９月１８日（金）１０：００～１２：００

【場 所】行基大橋（大阪市東住吉区矢田地先）

【主 催】大和川河川事務所

【参加者】大阪市立矢田小学校 ４年生 １９名

川遊びの安全講座

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 流域治水課
〒５８２－０００９ 大阪府柏原市大正２－１０－８
ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

水生生物調査

「うんこドリル 川の安全」を使い、川の事
故にあわないで楽しく遊ぶための大切な知
識を、うんこ先生と一緒に勉強しました！

国土交通省と環境省では、川の生き物を指標として河川の水質を総合的に評価するため、また、環境問題への関心を高めるため、地域の皆様にご協力いただきながら
『全国水生生物調査』を実施しています。また、大和川河川事務所では大和川水環境改善計画の方向性の１つに「生きものにやさしい大和川」を掲げています。
その方向性を達成するための目標の１つとして、指標生物による水質評価Bランク（ややきれいな水）を目指しています。
○ 大和川河川事務所HPにて募集した結果、行基大橋地点で応募があり９月１８日に大和川の行基大橋地点で水生生物調査を実施しました。
○ きれいな水にすむ生き物（アユ）1種・ややきれいな水にすむ生き物（オイカワやカマツカなど）9種類を含む22種類を採取しました。
○ 採れた種類、数の多さなどから、この地点の水質階級は「ややきれいな水」と判定しました。

-大和川河川事務所-

【調査結果】
◆きれいな水にすむ生き物…１種 アユ
◆ややきれいな水にすむ生き物…９種 カマツカ、オイカワ、ブルーギル、モツゴ、ギ

ンヤンマ、アメンボ、コガタシマトビケラ、テナ
ガエビ、スジエビ

◆よごれた水にすむ生き物…８種 カダヤシ、ニホンウナギ、シオカラトンボ、イトトン

ボ、ミナミヌマエビ、ミシシッピアカミミガメ、スッポン、
シジミ属

◆その他…４種 ヌマチチブ、マハゼ、ボラ、モクズガニ

行基大橋

アユもいました！！

「ヤゴつかまえた！」

草かげなどをザルで探す生き
物採取、投網を体験していただ
きました。普段なかなか体験でき
ない内容に、みんな興味津々！

感想：アユがいるから大和川の水はよごれてはいないことが分かった、ウナ
ギいるの知らなかった

※近畿技術事務所では毎年、近畿管内の各河川で水生生物調査の結果を収集して調
査状況や水質結果を周知するパンフレットを制作し公表しています。
https://www.kkr.mlit.go.jp/kingi/kensetsu/offer_ippan/suisei_repo/index.html


